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　野山の紅葉も進み、

日増しに秋の深まりを

感じる季節となりまし

た。皆様におかれまし

ては益々ご健勝のこと

と拝察いたします。

　さて、９月��日・��

日の二日間にわたり、

苫小牧市を全体会場に、

胆振管内９会場を分科

会として、第��回全道へき地複式教育研究大会胆

振大会が、道内各地から多くの参加者を得て盛会

裏に行われました。

　胆振大会は、平成８年度以来であり、当時の分

科会場は、４市８町２村の��会場で開催され、数

多くの実践研究を発信し、多くの評価をいただい

た大会でありました。それらの成果を継承した本

大会は、分科会こそ少なくなりましたが、胆振地

区のへき地教師による確かな実践の歩みが、各分

科会の学校にしっかりと受け継がれていることを

実感いたしました。

　当日は、晴天に恵まれ、太平洋を渡るさわやか

な秋風に包まれた全体会、各会場校では、ふるさ

とに立脚した地域の風土と学校文化が生かされた

教育実践が展開されたことは、ひとえに開催に向

けて準備をいただいた胆振大会実行委員会の皆様

と関係者のご尽力のおかげと、改めて感謝とお礼

を申し上げます。

　９月末からは、次年度の上川地区を会場とし、

全国大会に向けたプレ研究大会が既に始まってお

ります。北海道へき地・複式教育研究連盟といた

しましては、胆振大会の研究成果をしっかりとま

とめ、上川へき地・複式教育研究連盟に引き継い

でまいります。全道の仲間の皆様、特に上川管内

はもとより近隣管内の会員の皆様には、プレ大会

の参加を通して、全国へき地教育研究大会北海道

大会の成功に向けたご支援・ご協力をお願いする

ところであります。

　へき地教育を取り巻く現状は決して明るくはあ

りませんが、実践の歩みを停滞させるわけにはい

きません。先達の実践に学び、北海道へき地・複

式教育研究連盟の第８次長期５カ年推進計画を共

有して、研究を継続させると共に、各地区連・各

学校の研究課題の解明に取り組んでいこうではあ

りませんか。

　最後になりますが、来年度からの小学校での新

学習指導要領完全実施を控え、各学校では教育課

程の編成に拍車がかかっていることと推察します。

編成にあたっては、それぞれの地のふるさとの文

化・教育資源を生かすなど、へき地教育の良さを

積極的に取り入れたものとなりますよう、ご尽力

をいただければと思っております。


